
Clara Dorigoは2019年にインターンとしてLicks特許法律事務所リオデジ
ャネイロ事務所に入所し、2020年に弁護士に就任しました。
2022年にブラジルの著名な法律事務所へ入社し、マーケティング法とエ
ンターテイメント法を中心に商標、著作権、契約に関わる問題に取り組み
ました。

所属

•	 ブラジル弁護士会 — リオデジャネイロ支部（OAB/RJ）

学歴

•	 技術社会機関（ITS）およびリオデジャネイロ州立大学（UERJ）連携でデ
ジタル法大学院課程、および法学教育研究調査センター（CEPED） 

（現在）
•	 ABPIおよびEMERJ知的財産公開講座（2022年）
•	 リオデジャネイロ教皇庁立大学（PUC-Rio）法学士号（LL.B）（2020年）

執筆・論文

•	 Warhol v. Goldsmithの事例: 視覚芸術に適用される公正な使用. 
Conjur. 2023.
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業務分野

•	 契約
•	 著作権
•	 産業意匠
•	 知的財産
•	 訴訟
•	 特許
•	 特許出願手続
•	 商標、トレードドレスとパ
ブリシティ権案件	

言語

•	 ポルトガル語
•	 英語

https://www.conjur.com.br/2023-jul-05/opiniaowarhol-goldsmith-uso-justo-aplicado-artes/

